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本講演では、ランダム媒質中の対称マルコフ連鎖の長時間挙動に関する近年の研究動向
を概観する。ここで対象となるランダム媒質は、Zdや樹木上のパーコレーションクラス
ター、ランダムな diamond hierarchical lattice、Erdős-Rényiのランダムグラフなどであ
る。これらのランダム媒質は、相転移現象を起こすモデルであり、我々は特に臨界確率近
傍に於けるマルコフ連鎖の挙動に興味がある。具体的には、以下の量を解析することによ
り、臨界確率近傍に於けるマルコフ連鎖の挙動の特殊性を浮き彫りにする。

i) ランダムな粒子が半径Rの球から初めて脱出する時刻の平均

ii) ランダムな粒子が時刻 2nにおいて出発点に帰ってくる確率

ii)は、マルコフ連鎖に対応する離散作用素のスペクトルに関係する量でもある。
Zd上の単純ランダムウォークについては、i)のオーダーはR2であり、ii)のオーダーは

n�d/2である。一方、Zd上の臨界確率におけるパーコレーションクラスターに関しては、
i)がR3であり（つまり拡散しにくい）、ii)が n�2/3になるという予想がある（Alexander-

Orbach予想）。本講演ではこの予想に関する最近の結果を紹介する。
いくつかの具体例については、マルコフ連鎖のスケール極限についても議論を行い、ま
た時間が許せばこれらのマルコフ連鎖のmixing timeについても言及したい。


